
大野 洋子 

質問の件名及び質問の要旨（質問時間） 答弁を求める者 

１ 学校における作業療法士との連携について  （３０分）                           

 

昨年の一般質問では、「一人残らず学ぶ教室」の実現に向け、不登校

児童生徒の学びの保障と居場所づくりについて質問しました。 

本市では、教育センターの教育支援室「アペルト」に加え、全ての小・

中学校で校内アペルトによる支援を行うなど、教室に入りづらいこども

たちが安心して過ごし、少しずつ学習に向かうための環境を整えていま

す。また、通常の学級における合理的配慮や学び合い学習、特別支援学

級、通級指導教室など、一人ひとりの教育的ニーズに応じた多様な教育

と多様な支援を進めています。 

こうして学びの場が広がる中で、次に大切になるのは、その場で誰も

が安心して学び、自分の力を発揮できるための支援ではないでしょう

か。 

学校生活では、文字を書くこと、姿勢を保つこと、集中すること、集

団の中で行動することなどに困難を抱えるこどもがいます。こうした困

難には、身体の使い方、感覚の受け取り方、認知の特性のほか、教室の

音や明るさ、座席の位置、周囲の人との関わりなど、外からは見えにく

い様々な要因が関係していることもあります。 

文部科学省は、令和 5年 3月の「通常の学級に在籍する障害のある児

童生徒への支援の在り方に関する検討会議報告」において、学校が作業

療法士を含む外部専門家や関係機関と連携して支援に当たることの重

要性を示しています。 

作業療法士は、身体、心、生活環境などの面からこどもの「できない」

背景を捉え、本人や教員、保護者とともに、適切な支援方法を考える専

門職です。子どもへの個別支援に加え、教員への助言、授業や教材、教

室環境の工夫など、学校全体への支援も期待されています。 

岐阜県飛騨市では、作業療法士が学校を定期的に訪問し、個別相談、

授業、学校全体への働きかけを行う「学校作業療法室」を設置していま

す。 

作業療法士の専門的な視点は、子どもが抱える困難の背景を捉え、必 

市 長 

教育委員会教育

長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



大野 洋子 

質問の件名及び質問の要旨（質問時間） 答弁を求める者 

要な支援や学びやすい環境づくりにつなげる上で、有効ではないでしょ

うか。 

「学びを止めない、社会とのつながりを切らない」という観点から、

学校における作業療法士との連携について質問いたします。 

 

（１）学校作業療法に対する認識について 

ア 学校作業療法の内容と期待される効果 

イ 作業療法士等の外部専門家と学校との連携 

（２）本市の教育施策に作業療法士の専門性を生かすことについて 

ア 「多様な教育・多様な支援」と学校作業療法との接点 

イ 既存の学びの場における作業療法士との連携の可能性 

（３）学校作業療法に関する今後の取組について 

ア 先進自治体の調査・研究 

イ 教育・福祉・保健の連携による学校巡回支援の検討 

 

 

２ 高齢者を支えるこれからの見守り      （３０分） 

 

一人暮らしや高齢者のみの世帯が増加する中、介護保険サービスを利

用する前の段階で、健康や日常生活に不安を抱えながらも、行政や支援

機関につながっていない人がいると考えられます。           

令和 2年国勢調査によれば、75歳以上の一人暮らしは全国で約 417万

人に上り、同年代のおよそ 5人に 1人にあたります。また、同年、厚生

労働省の介護保険事業状況報告によれば、75歳以上で、要支援・要介護

認定を受けていない人は約 7割となっています。  

離れて暮らす家族が、本人が電話に出ない、生活の様子が分かりにく

い、体調の変化や転倒が心配だと感じても、本人が「まだ大丈夫」と考

えている場合、どこに相談し、何ができるのか分からないことがありま

す。   

本市では、見守りネットワークに加え、健康アンケート調査で不安が 
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確認された方への訪問などを行っていることは承知していますが、高齢

者の中には、地域との接点が少なく、本人も支援を求めないため、見守

りにつながるきっかけを得にくい人もいます。また、住まいの中で起き

る異変は外から把握しにくく、現在の仕組みでは気づきにくいこともあ

るのではないでしょうか。 

行政サービスを含む様々な分野でデジタル技術の活用が進む中、見守

りにも新たな選択肢が生まれています。例えば、室内の Wi-Fi 電波の変

化から人の動きや転倒などの異変を捉え、離れて暮らす家族等に知らせ

る技術です。こうした技術は、生活やプライバシーに配慮しながら、人

や地域による見守りを補完し、その網の目をより細かくする手段の一つ

になると考えます。 

こうした状況を踏まえ、現在の取組を基盤としながら、家族からの相

談を早期の見守りにつなげることや、これまでの見守りを補う新たな方

法について、市の認識と考えを伺います。 

 

（１）高齢者に対する見守りの現状について 

ア 一人暮らし高齢者及び高齢者のみ世帯数の推移は 

イ 介護保険サービスや支援機関につながっていない高齢者の把握 

と、現在の見守りでは気づきにくい場合に関する認識は 

（２）家族からの相談と見守りへのつなぎについて 

ア 高齢者の安否や暮らしを心配する家族等からの相談状況と対応

は 

イ 家族からの相談を早期の見守りや支援につなげ、介護保険利用

前から選択できる見守り方法を情報提供する考えは 

（３）これまでの見守りを補完する、プライバシーに配慮した今後の見 

守り方法の調査・研究は 

 

 


